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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
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活
用
に
お
け
る
安
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に
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る
質
問
に
対
す
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答
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書

一
及
び
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
日
に
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
内
で
発
生
し
た
火
山
性
ガ
ス
に
よ
る
死
亡
事
故
に
つ
い
て
は
、

同
年
七
月
十
六
日
及
び
二
十
七
日
に
国
、
青
森
県
及
び
青
森
市
が
開
催
し
た
「
八
甲
田
登
山
線
付
近
に
お
け
る
遭
難
事
故
連

絡
会
議
」
に
お
い
て
、
国
、
青
森
県
及
び
青
森
市
が
共
同
し
て
、
事
故
現
場
に
あ
る
噴
気
孔
及
び
そ
の
付
近
の
火
山
性
ガ
ス

の
濃
度
測
定
並
び
に
事
故
現
場
周
辺
の
そ
の
他
の
噴
気
孔
の
有
無
の
確
認
等
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
事
故

の
再
発
防
止
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
当
該
共
同
調
査
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
中
に
着
手
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

お
り
、
国
と
し
て
は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
国
立
公
園
管
理
者
等
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
内
の
登
山
道
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

一
部
の
登
山
道
に
つ
い
て
は
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
国
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
登
山
道
に
つ
い
て
も
、
関
係
地
方
公
共

団
体
等
と
連
携
し
、
適
切
な
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。


